
葛飾区のお知ら

● 更 生 保 護 相 談

● 建 築 関 係 相 談

● 電 報 電 話 相 談

● 交 通 事 故 相 談

● ∂l金 と 経 理 相 談

● 法  律  相  談

● 行 政 苦 情 相 談

0人 権 身 の 上 相 談

● 内 職 あっせ ん 相 談

2日 //9日 //16日 /23日 (金曜日)

2日 //9日 /16日 /23日 (金曜日)

5日 /D日 (第 1・ 第 3月 曜日)
6日 /13日 /27日 (第 1・ 第 2。 第4火曜日)

7日 /14日 /21日 /28日 (水曜日)

7日 /14日 /21日 /28日 (水曜日)

15日 (第 3木 l翌日)

節日 (第 3火曜日)

29日 (第 5木曜日)米穀通帳をと持参ください

田 2月 の世 帯 。人 口〕

世帯数 135084世帯

人口 451,165人

男2m,298人  責220,867人

(12月 1日 住民登録調べ)

昭和43年 二月 2(l日

発行 葛 飾 区 役 所
葛飾区立石5丁目13番 1号

TEL 697-7531大代表

都営住宅の公募

◆都営住宅の公募は

1月 29日 (月 )から

2月 3日 (土)ま で

申し込ノ
^用
紙を区民

ホール、出張所、で

交付いたします。

米穀通帳を忘れず

にご持参 ください。

題
字
　
葛
飾
区
長
　
小
川
孝
之
助

ｍ率
文
リ
ド
げ
拳・ザ
わ

今
年
は
サ
ル
年
十
柴
又
の
は
じ
き
デ
ル
は

″
運
を
は
じ
き
出
す
打
と
い
う
縁
起
も
の
て

″
今
年
こ
そ
は
，
と
い
う
人
々
に
大

モ
テ
。

こ
の
は
じ
き
ザ
ル
は
江
戸
の
末
期
、
今
か
ら

お
よ
そ
百
三
十
年
前
柴
又
の
百
姓
石
非
常
右

工
門
が
帝
釈
天
参
り
の
み
や
げ
と
し
て
庚
申

の
日
の
猿
に
ち
な
ん
て
作

っ
た
も
の
で
す
。

赤
い
布
で
作

っ
た
ぬ
い
ぐ
る
み
の
サ
ル
が

竹
の
パ
ネ
で
ピ

ョ
ン
と
飛
び
上
が
る
簡
単
な

も
の
で
、
紙
と
布
と
竹
細
Ｉ
の
素
は
く
さ
と

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
味
て
、
東
京
で
は
数
少
な
い

郷
土
色
豊
か
な
が
ん
具
の

一
つ
て
十
。

拌
2月
区 民 ホー ル の
無 料 相 談

午後 1時～午後 4時

年後 1時～年後 4時

午前10時～午後 4時

年後 1時～午後 4時

午前 10時～年後 4時

年後 1時～年後 4時

午前10時～午後 4時

年前Ю時～午後 3時

午前10時～年後 4時
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デ
明
′
治

冨
年

釘
■
忠
毒． t きまる水元公園

昨
年

六
月
、
明
治
百
年
記
念
事
業

の

一

つ
と
し
て
都
立
水
元
公
園
な
ど
全
国
で
十

力
所

の
公
園
整
備
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
公
園

は
国
庫
補
助

（
三
分
の

一
）

で
都
道
府
県
が
事
業
に
着
手
し
、
緑

の
少

な

い
都
市
や
近
郊
に
設
け
、
家
族
連
れ
で

自
然
に
親
し
め
る
よ
う
に
す
る
の
が
ね
ら

い
で
す
。
公
国
内
に
は
明
治
百
年
を
記
念

す
る

記

念

広

場
を
は
じ
め
記
念
塔
、
花

壇
、
噴
水
、
池
、
泉
水
、
な
ど
を
記
置
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
地
方
色
を
象
徴
化
す
る

た
め

″
都
道
府
県
の
木
〃
な
ど
樹
木
を
多

く
植
え
、
緑
豊

か
な
公
園
に
整
備
さ
れ
ま

す
。水

元
公
園

は
昭
和
四
十
年

六
月
、
都
内

で
初
め
て
の

〃
水
郷
自
然
公
園

″
と
し
て

開
園
さ
れ
、
今
回
明
治
百
年
記
念
事
業
に

水
元
緑
地
百
二
十
五

・
三
扮
ル
の
整
備
が

決
定
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
四
月
は
公
園
を

囲
む
土
手
約
三

・
五
十
口
に
三
百
本

の
五
色

ザ
ク
ラ
が
、
六
月
は
約
二
百
五
十
種
四
万

さ

れ

元

公．

株

の
花

シ
ョ
ウ
ブ
が
咲
き
乱
れ
る
全
国
で

も
有
数

の
公
園

で
す
。

し
か
し
最
近

は
埼
玉
県
側
に
、
け
ば
け

ば
し

い
屋
根

の
住
宅
、
洗
た
く
も
の
、
工

場
廃
液
な
ど

″
水
郷
公
園

〃
の
美
観

は
そ

こ
な
わ
れ
る
ば
か
り
、
そ
こ
で
実
際
に
こ

の
実
情
を
視
察

し
た
美
濃
部
都
知
事
が
埼

玉
県
知
事
に

「
い

っ
し
ょ
に
公
園
づ
く
り

を
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
持

ち
か
け
、
公
園

づ
く
り
が
具
体
化

し
ま
し
た
。
隣
接
二
都

県
が
カ
キ
ネ
を
取
り
は
ら

っ
て
都
市
公
園

づ
く
り
に
乗
り
出
す
の
も
も
う
間
近
か
で

す
。
区
で
も
こ
の
記
念
事
業
に
さ
き
が
け

て
岩
槻
街
道

か
ら
サ
ク
ラ
土
手
に
抜
け
る

都
市
化

へ
の
道
を

一
歩

一
歩
前
進
し
は

じ
め
た
葛
飾
区
は
道
路
、
橋
、
住
宅
な
ど

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
力
強

い
建
設

の
つ
ち

音
が
響
き
わ
た
り
、

い
ま
急
速

に
そ
の
面

目
を

一
新
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
国
鉄
金
町
駅
北
口
に
も
大
規
模
な

「
市
街
地
住
宅
」

の
建
設
が
進
み
、
新
し

い
町
づ
く
り
が
着

た
と
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の

「
市
街
地
住
宅
」
を
含
め
、

常
磐
線

の
北
側

は
江
戸
川
、
中
川
に
は
さ

ま
れ

″
東
京
唯

一
の
水
郷

水
元
公
園

″
そ
の
他
緑
地

を
擁
し
た
自
然
美
豊

か
な

地
域

で
、
将
来

の
住
宅
地

と
し
て
飛
躍
的
な
発
展
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
開
発
途
上
に

あ

る
住

宅

地

を
背

負

っ

た
、
金
町
瓜
北
日
の

「
市

街
地
住
宅
」

は
こ
の
地
域

の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た

高
飾
区
北
部

の
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
し
て
発
展
す
る
の
も

近

い
と
い
え
ま
す
。

こ
う
し
た
町
づ
く
り
に

区
道
四
百
三
十
六
川

の
拡
幅
工
事
を
約
四

千
六
百
万
円
を
か
け
完
成

し
、
ま
た
将
来

は
簡
易
舗
装
、
歩
道

の
工
事
を
予
定
、
サ

ク
ラ
土
手
も

マ
イ
カ
ー
で
く
り
出
す
人
や

散
歩
客

に
危
険

の
な

い
よ
う
、
拡
幅
工
事

や
整
備

の
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

線
化
に
よ
る
乗
降
客

の
増
大
に
そ
な
え
、

昭
和
四
十
五
年
三
月
ま
で
に
は
金
町
駅
の

全

面

的

な
改

築
も

予

定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。区

も
千
三
百
平
方
メ
に
わ
た
り
北

口
駅

前

の
歩
道
、
車
道
、
広
場
な
ど
の
整
備

に

千
五
百
万
円
を
か
け
新

し
い
町
づ
く
り
に

ふ
さ
わ
し
い
駅
前
広
場
を
完
成

し
ま
し
た

将
来
、
金
町
駅
北
日

一
帯

は
面
目
を

一
新

す

ｏ
こ
と
で
し
ょ
う
。

新

小

岩

駅

前

に

完

成

し

た

「
コ

の
字

型
に

の
歩

道

橋

そ

な

え

、

口ほ金町駅北口に完成した地上15階建ての高層市衛地住宅

こ

こ

に

も

歩
道
橋
が
…

″
さ
あ
、
き

ょ
う
か
ら
こ
の
歩
道
橋
を

渡

る
ん
だ
〃
と
子

ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く

渡

っ
て
い
く
。

こ
ん
な
風
景
が
区
内

の
各

所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

横
断
歩
道
橋

は
こ
こ
二
ｉ
三
年

の
う
ち

に
急
融
に
と
え
た
橋

の

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ

ス

で
す
。
歩
行
者
を
激
増
す
る
車
か
ら
守

る

に
は
こ
れ
が

一
番
有
効
な
手
段
だ
か
ら
で

す
。
区
内

の
都
道
、
国
道
に
か
か
る
歩
道

橋

の
数
も
昭
和
四
十
年
四
月
に
完
成

し
た

水
戸
街
道

（
四

つ
木
四
丁
目
）

の
歩
道
橋

を
初
め
十
二
カ
所
と
な
り
、
さ
ら
に
新
宿

五
丁
目
教
育

セ
ン
タ
ー
前
な
ど
五
カ
所
が

完
成
す

る
予
定
で
す
。

都
で
は
昭
和
四
十
三
年
度
重
点
施
策

の

第

一
に
交
通
安
全
対
策
を
取
り
上
げ
て
お

子

ｒ
も

の
安
全
を
願

っ
て

で
す
。

こ
の
た
め
昭
和
四
十
三
年
度
を
交

通
安
全
年
間
と
し
て
、
歩
行
者
保
護
施
設

の
増
設
、
交
通
規
制

の
強
化
な
ど
交
通
安

全

の
関
連
事
業
を
総
合
的
に
結
集
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。
区
内

の
交
通
事
故
件

数
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
交
通
安
全

対
策
に
ま
す
ま
す
力
を
そ
そ
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
子

ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

る

た
め
、
通
学
路
に
は
信
号
機
、
ガ
ー
ド

レ

ー
ル
な

ど
他

の
交
通
安
全
施
設
と
と
も
に

歩
道
橋

の
建
設
が
急

ピ

ッ
チ
で
進
む
こ
と

が
予
想

さ
れ
ま
す
。

だ
れ
も
が
、
歩
道
橋

の
必
要
を
認
め
な

が
ら
、
建
設
計
画
が
呉
外
化
す

る
と
、
そ

の
位
置
に

つ
い
て
地
元

の
強

い
反
対

の
た

め
建
設
が
遅
れ
る
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
歩
道
橋

の
建
設
が
の
び
の
び
に
な

っ
て
い
る
う
ち
に
機
断
中

の
子

ど
も
が
車

に
は
ね
ら
れ
る
と
い
う
事
故
が
起
き

て
い

る
の
で
す
。
そ
く
ぞ
く
建
設
さ
れ
る
歩
道

積
が
交
通
戦
争

の
全
面
的
な
解
株
策
と
は

メ    モ

交通 国電・京成金町駅
から戸ケ崎行きパス,水

元公園前下車,徒歩 3分

つり 釣仙郷 おとな40
円 こども20円

涼亭 集会などに利用で
きます (有料)お 申し込
みは土木部管理課ヘ

(内線344～ 346)
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